
 

WOOD コレクション実行委員会 

令和７年度第二回総会 次第 

 

              

 

１ 委員紹介 

 

２ 委員長挨拶 

 

３ 報告事項  

（１）WOOD コレクション（モクコレ）2026 の開催報告【速報】 

（２）実行委員委嘱期間のお知らせ 

 

４ 議事 

第１号議案 令和８年度 事業計画（案） 

第２号議案 令和８年度 収支予算（案） 

 

 



             

令和８年度 事業計画（案） 

 

１ 事業目的 

  木材の大消費地である東京都において、「東京の木 多摩産材」をはじめとする日本各地の地域

材を活用した建材や家具などの木材製品の展示商談会を開催することをもって、新たな木材需要

を喚起し、木材利用の拡大を図るとともに、森林の循環に寄与することを目的とする。 

 

２ 開催概要 

（１） 開催名称 

 

 

（２）開催期間 

    

 

（３）開催場所 

   東京ビッグサイト西１・２ホール及びアトリウム（面積：19,760 ㎡） 

   東京都江東区有明３丁目 11-１ 

 

（４）出展分野 

建材、家具等の木材製品 

 

（５）出展規模 

出展者数：およそ 300 企業・団体 

小 間 数：およそ 300 小間 

 

（６）オンライン開催について 

リアル展示会に加え、オンラインでの展示会も併せて開催する。 

 

（７）運営方法 

   実行委員会方式とする。 

 

（８）費用負担 

  ＜東 京 都＞ 負担金 235,470 千円の範囲内において運営経費等を負担 

＜道府県出展者等＞ 1小間（3m×3m）につき 2万円 

 

（９）参加都道府県  

     47 都道府県（参加有無については別途調査中） 

 

３ 実施計画 

（１）出展者展示 

資料１ 

※公表前の情報につき一部非公開 



 

  ① 展示方法 

    国産木材製品の展示及び販売（例：建材、家具等） 

    出展者については、連携道府県の担当窓口を通じ募集を図る。 

  ② 来場者 

    建築士や設計事務所、商社や卸売、工務店や建築会社、官公庁等の発注者等、木材の利用

にかかる業種をメインターゲット、また木材に関心のある一般消費者を想定 

 

（２）企画展示 

  ・住宅建築やリフォームを検討する層向け企画等 

  ・森林や木材製品の魅力を伝える特別展示 

  ・子供や家族が木と触れ合う機会を提供する特別展示 

  ・全国の木塀及び木製サッシの展示 

  ・中大規模木造建築への理解を促進する企画展示 

 

（３）ステージプログラム 

   来場者等を想定のうえ、テーマを踏まえた講演やトークショー等 

 

（４）広報活動 

   来場者数や商談件数の増加を促進するため、以下の広報活動を展開する。 

   ① 招待状の発送 

    建築士や設計事務所、商社や卸売、工務店や建築会社、官公庁等の発注者等、木材の利

用にかかる業種を中心に案内状を送付 

   ② ホームページの開設 

    出展者や製品情報等を詳細に掲載 

   ③ マスコミを活用した広報 

     一般紙、専門誌、業界紙等への広告掲載 

   ④ 関係団体(主催者・後援団体・連携道府県）の広報誌への記事の掲載 

   ⑤ 大企業等のバイヤーに向けた適切な広報活動 

   ⑥ その他 

     ポスターの掲示・リーフレットの配布・ターゲッティング広告の活用 

 

（５）委託業者の選定 

   「WOOD コレクション企画選定委員会設置要綱」に基づき、企画提案方式で WOOD コレクショ

ン（モクコレ）の運営委託業者を選定する。 

 

４ 今後のスケジュール（予定） 

 

 

 

以上 



 

 

 

令和８年度 展示会名称について 
 

              

１ 展示会名称の変遷 

・原則、実施年を末尾に配置。 

・令和６年度は、令和５年度と実施年が重なったため、実施年に「Plus」を追加。 

開催年度 名称 会期 

令和４年度 WOOD コレクション（モクコレ）2023 2023年 1月31日・2月1日 

令和５年度 WOOD コレクション（モクコレ）2024 2024年 1月11日・12日 

令和６年度 WOOD コレクション（モクコレ）2024Plus 2024年12月19日・20日 

令和７年度 WOOD コレクション（モクコレ）2026 2026年 2月12日・13日 

令和８年度   

 

２ 令和８年度展示会名称（案）  

名称：WOOD コレクション（モクコレ）2026Plus 

理由：令和６年度開催時に倣い、展示会としての一貫性を確保するため。 

 

 

 

（参考）ロゴマーク 

 ・名称と連動し、「Plus」及び「＋」を追加。 

 ・デザインは令和６年度を踏襲。 

 

  令和７年度ロゴ          令和８年度ロゴ 

 

資料２ 

※公表前の情報につき一部非公開 



【収入の部】

【支出の部】

令和８年度 収支予算（案）

記

大科目 内容 金額 備考

WOODコレクション（モクコレ）の実施に伴う収支予算を、下記のとおり編成する。

241,470,000

大科目 中科目 金額 備考

印刷物作成等に係る経費

負担金収入

6,000,000

東京都負担金 235,470,000 東京都からの負担金

出展料
道府県出展者から

の出展料
300出展者を想定。1出展者につき1小間で計算。
1小間2万円とし、300小間×2万円=600万円

計

900,000

会場借上料 23,892,000

準備日：令和８年12月23日（水)
会　期：令和８年12月24日（木）・25日（金）
3日間ともに終日使用
【西1ホール】　3,707,000 × 3 = 11,121,000
【西2ホール】　3,707,000 × 3 = 11,121,000
【アトリウム】   550,000 × 3 =  1,650,000
 計 23,892,000

委員の旅費、消耗品の購入、荷物運搬、
税務関係事務等事務局の運営に係る経費

会場運営等委託費、警備委託費

一般需用費 100,000

委託料 216,578,000

雑収入 雑収入 0 その他収入

事業運営費

計 241,470,000

事務局運営費 事務局運営費

資料３

※公表前の情報につき一部非公開



WOOD コレクション（モクコレ）2026 

リアル開催報告＜速報＞ 
 

 

〇WOOD コレクション（モクコレ）2026 

・開催日時：令和８年２月 12日（木）、２月 13日（金） 

・開催場所：東京ビッグサイト 西１・２ホール 

 ・参加者数：7,100 名 

 ・商談件数：490 件 

 ・実施内容：ＢtoＢ向け展示商談に加え、物販やワークショップの開催等、ＢtoＣ向け展

示及び企画を実施。 

  

なお、詳細の実績報告は令和８年４月頃に収支報告とともに行います。 

 

参考資料１ 



実行委員会委員の委嘱期間更新のお願い

２ 任期
始期：実行委員会委員委嘱の日
終期：実行委員会解散の日（令和８年５月頃）

参考資料２

当初就任依頼期間

※就任依頼文より抜粋

モクコレの事業周期（現行）

（終期延長）
終期：実行委員会解散の日（令和11年５月頃）

令和８年３月31日までに都議会で
令和８年度東京都収支予算案が可決

想定就任依頼期間

モクコレの事業延長が可能

令和８年４月
に依頼予定



令和８年度国産木材展示会開催予定について

＜開催日＞

令和８年12月24日(木)、25日（金）の二日間

＜開催場所＞

東京ビッグサイト西１・２ホール、アトリウム

（総展示面積：19,760㎡ ）

＜詳細内容＞

・国産木材製品の展示及び販売（道府県ごとにブースを設置）

・BtoBの商談会

・木材に関心がある一般来場者（一般消費者、子供・学生）向け企画

（詳細は企画提案で決定した運営委託業者と調整の上決定）

＜来場者（想定）＞

建築関係者、商社、一般消費者等

（メインの来場者はビジネス関係者を想定）

（背景）新たな木材需要を喚起し、木材利用の拡大を図るため、大消費地である東京都において、日本各地の地域材を活用した建材や家具など

の木材製品の展示商談会を開催

＜今後の予定（R7年度参考）＞

令和８年度 計画（案）

参考資料３

2R9.112111098765432R8.1

総会
（R8年度モクコレ
計画・予算審議）

総会
（R7年度モクコレ

決算報告）

（月）

総会
（R9年度モクコレ
計画・予算審議）

委員
再委嘱

R8年度モクコレ
実施内容詳細
ご報告


